
 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2026 年 6 月 18 日(木)15:30～17:00  懇談会 
 

１． 挨拶 
 

２． ニュースリリース 
●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 
 

３． 最新の研究紹介 
 

マルチメディア番組 番組番号 6062 

『アメリカ先住民ホピの踊りと音楽――2012年研究公演・2023年盛装解説』 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４． みんぱく映画会 

『ダホメ』 

 

 

 

 

 

 

 

― 関 雄二 (館長) ― 

 

 

 
― 山中 由里子 (議長) ― 

 

 

 

― 平野 智佳子（人類基礎理論研究部 准教授）― 

いま世界では、過去の不平等な歴史の中で奪われた文化財の返

還を軸に、博物館の責任や倫理を見つめ直す議論がひろがってい

ます。本映画会では、返還を単なる所有の回復ではなく、歴史と

向き合い未来へつながる関係の再構築として捉え、博物館が果た

すべき役割や、新しい対話の可能性について考えます。 

©LES FILMS DU BAL,  FANTA SY,  

ARTE FRANCE CINÉMA 

2012 年、季節の踊りとフルート演奏を披露するため、みんぱく

に 11名のホピ民族がやってきました。2023 年、再びホピの服飾作

家のアッキマ・ホンヤンプティワさんがみんぱくを訪れ、踊りで身

に着ける衣装を解説しました。 

 

・2012 年-2023 年撮影 2026 年制作 

・監督：伊藤敦規 

・地域：アメリカ・日本／関西 

・テーマ：農耕/手仕事と職人/衣服と装身具/おどりと演劇/ 

音楽/宗教 

― 伊藤 敦規（人類基礎理論研究部 准教授）― 

https://www.minpaku.ac.jp/exhibition/permanent/videotheque/vt
https://www.minpaku.ac.jp/event/fs


５． ワークショップ 
 

みんぱく夏休みこどもワークショップ 
『フィールドワークに挑戦！未来のミュージアムをえがいてみよう』 

 

 

６． 最新の研究紹介 

公開シンポジウム『古代アンデスとリャマ：可能性と多様性』のご報告 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

― 邱
ちょう

 君妮
ちゅんに

 （学術資源研究開発センター 機関研究員） ― 

 
 

― 松本 雄一 （人類文明誌研究部 准教授） ― 

 
 

2026 年 7月 25 日（土）に開催予定の本ワークショップは、子どもが「作り

手」となってミュージアムの未来を構想する企画です。ミュージアムを研究す

る邱君妮機関研究員の講話を導入に、民博でのフィールドワーク、そして「未

来のミュージアム」の制作という三つの段階で構成されます。中心に置くのは、

いまのミュージアム活動で大切にされている多様性・公平性・アクセシビリテ

ィ・包摂性という視点で、「だれもがここにいていいと思える場とは何か」を

子どもたち自身が問い直します。社会の分断が進むいま、ちがいを受けとめて

対話する力を育む場としてのミュージアムを、次世代とともに考える試みで

す。  

 

近年の日本調査団の学際的研究によって、アンデス文明の展開におけるラク

ダ科動物、とくにリャマの利用と家畜化のプロセスに関する理解は、大きく進

展しました。日本におけるアンデス研究の拠点である民博と山形大学の学術協

定に基づいて行われたこの公開シンポジウムにおいては、DNA 分析を含む最新

の理化学的手法を用いた考古学データの分析が提示され、文理の境を超えた協

働の成果が数多く発表されました。  

 

https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/71531

